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確定申告無料相談会

１月２５日（金）～３月１７日（月）

９：００～１７：００

※期間中、土・日・祝祭日も行います。

納税センター　青色会館５階大ホール（旧県合同庁舎）

小田原市本町２-３-２４ ※小田原駅東口より徒歩１０分

※どなたでも無料でご利用いただけます。青色申告会会員

の方は、会場で確定申告書の預かりもできます。

※税理士による相談コーナーも設置しています。

※確定申告用紙等の書類を全て用意しています。

小田原青色申告会　☎２４―２６１３

　総務省統計局では、平成20年10月１日現在で「平成20年住宅･土地統計調査」

を実施します。この調査の結果により、日本の住宅の数、住宅の種類や設備、居

住している世帯の状況、土地の保有状況など私たちの住生活に関するさまざまな

ことがわかります。そこで、この調査が今年の10月に行われることを多くの人に

知ってもらい、調査が円滑に実施できるよう、調査のイメージにあった標語（キ

ャッチコピー）を募集します。入選作品（特選１点、佳作３点）には、賞状と記

念品を授与します。なお、入選作品について、著作権法に規定するすべての権利

を総務省統計局に無償で譲渡するものとします。

＜参考　前回の特選作品＞　夢がある　家・まち・くらし　調査から

応募は、一人一点とし、未発表で、自作のものに限ります（作品の

返却はしません）。応募は、応募先に作品、氏名、性別、年齢、住所、

電話番号、職業（小･中･高生は学年）を明記してください。

①はがき　〒162-8668 　東京都新宿区若松町19-１

　　　　　総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査広報担当

②電子メール　　h o u s i n g - l a n d ＠ s t a t . g o . j p

③「とうけいプラザ」（東京タワービル４F）の応募用紙

平成20年２月11日(月)　当日必着

総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査広報担当

☎03－5273－1155（ダイヤルイン）

　青色申告会では、所得税・消費税等、税理士等による個人の確定申告

無料相談会が開催されます。

　来月より、確定申告の受付が始まります。期間内にお忘れなく

申告くださいますよう、ご協力お願いします。

2月18日（月）～3月17日（月）　※土・日は除く

9：00～11：30、13：00～16：00

役場1階会議室、寄地区各会場

（2月1日おしらせ号に掲載予定）

申告用紙は、2月1日（金）より税務課窓口で、申告　

期間中は申告会場にて配布します。

　　　　　　　　　【問合せ】税務課　☎83-1224

・3月14日・17日は、大変混雑します。早めに準備を進

め、申告を済ませていただくことをお勧めします。

・申告にあたり、事前に添付書類（領収書等）の整理・計

算をしていただけると、より迅速に申告ができます。

確定申告
お忘れなく！

2月18日から3月17日2月18日から3月17日2月18日から3月17日

日　時

場　所

問合せ

年金受給者申告相談会

１月３０日（水）、３１日（木）

９：３０～１２：００、１３：００～１６：００

※受付は、相談終了時刻（午前・午後とも）の１時間前に締

め切ります。混雑の状況により早めに締め切ることがありま

す。

（１月３０日）小田原合同庁舎２階２Ｅ会議室

　　　　　　　（小田原市荻窪３５０－１）

（１月３１日）南足柄市役所５階大会議室

　　　　　　　（南足柄市関本４４０）

小田原税務署　☎３５―４５１１

　年金受給者の方を対象に、次のとおり申告相談会が開催されます。

日　時

場　所

問合せ

住宅借入金等特別控除
についての申告相談

１月２９日（火）

①９：３０～１２：００　②１３：００～１６：００

小田原合同庁舎（２階２E会議室）

小田原税務署　☎３５―４５１１

　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・購入・増改築したとき、

一定の要件を満たせば住宅借入金特別控除で所得税の還付を受けること

ができます。セミナーでは控除の内容と還付手続きなどについて、説明

されます。

日　時

場　所

問合せ

所得税・事業税・住民税
申告相談会

２月６日（水）

９：３０～１１：３０、１３：００～１６：００

※受付は混雑の状況により早めに締め切ることがあります。

町民文化センター（展示ホール）

税務課　　☎８３―１２２４

　所得税の確定申告書の書き方や、個人事業税・住民税の申告相談など

を行います。相談を受けられる方は、収入金額、必要経費および所得控

除額のわかるもの、印鑑など申告に必要なものをお持ちください。

日　時

場　所

問合せ

＊申告にあたってのお願い＊

●日　時

●場　所

●その他

富
士
山
宝
永
大
噴
火
３
０
０
年

富
士
山
宝
永
大
噴
火
３
０
０
年

「平成20年住宅・土地統計調査」の
標語（キャッチコピー）を募集します！

【応募方法】

【応 募 先】

【応募締切】

【問 合 せ】

町　屋

　

店屋場

神　山

　

河　内

中　丸

　

茶　屋

中　央

仲　町

　

新松田

谷　戸

中　沢

沢　尻

　

谷　津

宮　前

尾登　章子

尾崎　彰紀

宮澤　　進

橋本　眞一

北村惠美子

青木　君代

三浦　明子

渋谷　愛子

久野　敦子

杉山　久江

野坂　妙子

斎藤　容子

田代　紘子

伊藤きくえ

内藤　知一

鈴木　玉江

吉濱　容子

山田　明美

陶山　春江

82-3471

82-3978

83-1674

82-1008

82-5848

82-1470

82-1552

82-5708

83-7646

82-0447

82-0613

82-2026

83-5044

83-1605

82-3683

83-4046

83-7373

82-0756

82-2549

かなん沢

中　里

城　山

　

仲町屋

　

　　沼

弥勒寺

　

中山土佐原

宇津茂

大　寺

宮　地

田　代

虫　沢

湯の沢

主任児童委員

佐野　節子

加藤　行三

中川　種直

田代ひろみ

武田　信之

　瀬　道江

安藤　るみ

熊澤　幸子

熊澤さつ子

片山　桂子

岩田　　勝

中津川さなえ

　橋　菊義

曽我美千子

古谷　容江

奥山　順子

内藤　惠子

中津川里郁

83-1061

83-1054

83-0251

82-2073

82-0441

83-3223

89-2800

89-2239

89-2627

89-2453

88-3358

89-2170

89-2367

89-2030

89-2635

82-7981

82-1821

89-2614

自治会名 氏　名 電話番号 自治会名 氏　名 電話番号 　
昨
年
12
月
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
左
記
の
方
々
が
厚

生
労
働
大
臣
、
神
奈
川
県
知
事
お
よ
び
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
各
委
員
の
任
期

は
、
平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
生
活
全
般
の
悩
み
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ

ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
各
地
区
の
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
】
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
☎
83
―
１
２
２
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田

土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
、

な
ら
び
に
右
記
時
間
外

月
〜
金
曜
日
の

午
前
６
時
〜
午
後
10
時

１
時
間
　
９
０
０
円

１
時
間
　
７
０
０
円

　
各
会
員
と
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
依
頼
会
員
は
申
し
込
み
の
際
に
専
属

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
、
支
援
会
員
お
よ
び

依
頼
・
支
援
両
方
会
員
は
研
修
を
受
け
る
こ
と
を
必
須
と
し
て
い
ま
す
。
次
回

の
研
修
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
　
時
　
１
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
＊
２
日
間
の
受
講
が
無
理
な
場
合
は
、
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
　
　
　
　
い
。

●
場
　
所
　
町
役
場
　
４
Ｂ
会
議
室

　
　
　
　
　
＊
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
締
切
　
１
月
17
日（
木
）

●
問
合
せ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田
　
☎
83
―
３
１
２
３

　
　
　
　
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
　
　
　
　
☎
83
―
１
２
２
６

　
神
奈
川
県
で
は
、
県
政
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
、
県
の
仕
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
参
加
し
た
い
と
お
考
え
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
在
住
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
で
年

間
を
通
じ
て
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
が
で
き
る
方
（
日
本
語
の
で

き
る
外
国
籍
の
方
を
含
み
ま
す
）
。
た
だ
し
、
国
ま
た
は
、
地
方

公
共
団
体
の
常
勤
の
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る

方
、
平
成
18
・
19
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

４
０
０
人（
郵
送
コ
ー
ス
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。）

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
末
日
ま
で
。

①
県
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
５
回
程
度
）

②
会
議
へ
の
出
席
（
年
２
回
程
度
、
都
合
の
つ
く
範
囲
）

③
県
政
に
関
す
る
意
見
募
集
へ
の
協
力
（
必
要
の
都
度
）

１
年
間
の
活
動
に
対
し
て
記
念
品
（
図
書
カ
ー
ド
）
を
お
送
り
し

ま
す
。
（
活
動
に
対
す
る
報
酬
・
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

平
成
20
年
１
月
31
日

県
庁
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
川
崎
県
民
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
の
県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
・
区
役

所
、
町
役
場
の
窓
口
な
ど
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
県
県
民
部
広
報
県
民
課
　
集
会
・
モ
ニ
タ
ー
班

　
直
通
０
４
５
（
２
１
０
）
３
６
６
９

　
代
表
０
４
５
（
２
１
０
）
１
１
１
１
　
内
線
３
６
６
９
〜
３
６
７
１

ま
た
は
、
足
柄
上
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
県
民
課
へ

　
代
表
０
４
６
５
（
８
３
）
５
１
１
１
　
内
線
２
４
２

　
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
次
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
個
人
の

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
。

★
家
庭
内
や
隣
近
所
の
こ
と
で
困
っ
た
こ
と
、
悩
み
ご
と
。

★
名
誉
き
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
。

★
そ
の
他
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
。

日
　
時
　
１
月
24
日
（
木
）
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所
　
松
田
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

３
階 

会
議
室

【
問
合
せ
】
小
田
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
横
浜
地
方
法
務

　
　
　
　
　
局
小
田
原
支
局
内
）
　  

　  

☎
２
３
│
０
１
８
１

民
生
委
員
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
が
改
選

民
生
委
員
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
が
改
選

ご
存
じ
で
す
か
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
松
田

会
員
募
集
・
研
修
会
開
催

　
子
ど
も
を
預
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う
「
依
頼

会
員
」
と
、
預
か
り
ま
す
と
い
う
「
支
援
会
員
」、

そ
の
間
を
取
り
持
つ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
松
田
」。
11
月
末
日
現
在
で
依
頼
会
員
は
73

名
、
支
援
会
員
は
29
名
、
依
頼
も
支
援
も
し
ま

す
と
い
う
両
方
会
員
20
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
８
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
昨
年
11
月
ま

で
に
４
２
３
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な

内
容
と
し
て
、
保
育
所
や
学
童
保
育
の
お
迎
え

と
そ
の
後
の
預
か
り
が
６
割
を
超
え
ま
す
。
そ

の
他
に
は
、
お
母
さ
ん
が
「
美
容
院
に
行
く
」、

「
習
い
事
に
行
く
」、
夫
婦
で
「
外
出
す
る
」
な
ど
と
い
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
自
発
性
と
責
任
性
を
尊
重
す
る
た
め
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
万
一
に

備
え
事
務
局
の
負
担
で
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

人権相談所の
開設

人権相談所の
開設

平
成
20
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

﹇

対

象

﹈

﹇
定
員
と
コ
ー
ス
﹈

﹇

任

期

﹈

﹇

活

動

内

容

﹈

﹇

謝

　

礼

﹈

﹇

募

集

期

限

﹈

﹇
応
募
用
紙
・
要
項
﹈

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　神奈川県では、県政についてもっと知りたい、県の仕事に関するアンケートに参

加したいとお考えの県民の皆さんの参加をお待ちしております。

※県のホームページからも応募できます。

http: //www.pref.kanagawa. jp /os i rase /kohokenmin/shumoni /moni tor /boshu.html 

　県内在住で、平成20年４月１日現在、満20歳以上で年間を通じ

て県政モニターの活動ができる方（日本語のできる外国籍の方を

含みます）。ただし、国または、地方公共団体の常勤の公務員、

公職選挙法による公職にある方、平成18・19年度の県政モニター

経験者は応募できません。

４００人（郵送コースとインターネットコースがあります。）

平成20年４月から平成21年３月末日まで。

①県政に関するテーマアンケートへの回答（年５回程度）　　

②会議への出席（年２回程度、都合のつく範囲）

③県政に関する意見募集への協力（必要の都度）

１年間の活動に対して記念品（図書カード）をお送りします。

（活動に対する報酬・交通費の支給はありません）

平成20年１月31日

県庁、かながわ県民センター及び川崎県民センター、各地域県政

総合センターの県政情報コーナー、市・区役所、町役場の窓口な

どに用意してあります。

［問い合わせ］

神奈川県県民部広報県民課　集会・モニター班

直通０４５（２１０）３６６９

代表０４５（２１０）１１１１　内線３６６９～３６７１

または、足柄上地域県政総合センター県民課へ

代表０４６５（８３）５１１１　内線２４２

　人権擁護委員が無料で次の相談に応じます。個

人の秘密は固く守ります。申し込みの必要はあり

ません。

★児童、生徒のいじめ、体罰の問題など。

★家庭内や隣近所のことで困ったこと、悩みごと。

★名誉き損、プライバシーの侵害など。

★その他、人権に関すること。

日　時　１月２４日（木）　午後１時～４時

場　所　松田町民文化センター ３階 会議室

【問合せ】小田原人権擁護委員協議会（横浜地方

法務局小田原支局内）　　　　  ☎２３－０１８１

人権相談所の開設人権相談所の開設平成20年度県政モニター募集説明会

［ 対 象 ］

［定員とコース］

［ 任 期 ］

［ 活 動 内 容 ］

［ 謝 　 礼 ］

［ 募 集 期 限 ］

［応募用紙・要項］

―
Ｎ
Ｈ
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「
そ
の
時
、
歴
史
が
動
い
た
」―

　
昨
年
12
月
16
日
に
「
富
士
山
の
宝
永
大
噴
火
」
か
ら
３

０
０
年
が
経
過
。
噴
火
当
時
、
火
山
灰
や
火
山
砂
が
降
り

積
り
、
足
柄
平
野
一
帯
の
田
畑
が
荒
れ
、
作
物
が
育
た
な

く
な
り
、
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

こ
と
は
田
畑
だ
け
で
な
く
川
の
流
れ
も
変
え
、
洒
匂
川
が

氾
濫
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　
そ
の
た
め

洒
匂
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
に
田
中
丘
隅
が
「
文
命
堤
」

を
築
き
、
蓑
笠
之
助
が
土
手
を
修
復
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
こ
の
二
人
の
治
水
の
取
り
組
み
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

人
気
番
組
「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」
で
、
１
月
30
日
に

紹
介
さ
れ
ま
す
。
番
組
で
は
松
田
山
か
ら
富
士
山
と
足
柄

平
野
を
撮
影
し
た
映
像
、
富
士
山
噴
火
に
対
す
る
防
災
や

備
え
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
　
☎
83
│
１
２
２
２

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/osirase/kohokenm
in/shum

oni/m
onitor/boshu.htm

l ※詳しくは、統計局HP　h t t p : // w w w. s t a t . g o . j p /　へ

1月30日
放送


